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〈Ｎｏ.１６８号の掲載記事〉 

  １ページ目 巻頭言「いきいき県民カレッジ終了」 

  ２ページ目 今年度の研修会「各種研修会が始まりました」   

  ３ページ目 映画ボランティアの活動紹介 、出張ＩＣＴ研修会  

  ４ページ目   センターからのお知らせ、６月・７月・８月の上映会、生き物まめちしき 

生涯学習情報を調べるなら 

     

    https://www.lalanet.gr.jp 

いきいき県民カレッジ終了  
～31年の歴史と新たな生涯学習推進に向けて～

 平成４年８月に開学した「いきいき県民

カレッジ」は、31年の歴史に幕を下ろしま

した。初代いきいき県民カレッジ学長（当

時の県知事）の開学によせての文面を一部

紹介します。 

 近年の社会情勢は、情報化、国際化、高

齢化更には科学技術の高度化などにより急

激に変化しております。このような社会の

変化に主体的に対応し、生きがいのある生

活を送るため、私たちは絶えず学習するこ

とが求められております。また、魅力的で

個性的な地域づくりの実現のためには、心

豊かで想像力あふれる人材を育てることが

必要となっております。 

 このたび、本県では市町村、大学、高等

専門学校、高等学校、専修学校及び関係の

団体等の協力を得て、「いきいき県民カ

レッジ」を開学することにいたしました。 

 31年前、まだパソコンやインターネット

が普及していない時に県内の学習情報を集

約し、県民の生涯学習を推進するためにス

タートした取組でした。 

 インターネットの普及、デジタル化によ

り学習環境は大きく変化し、いつでも、ど

こでも、自分の希望するものを学習できる

ようになりました。 

 受講手帳、活用手帳、いきいきスタンプ

（シール）、奨励証の発行は県民の皆様の

学習意欲を高め、生きがいにつながり、地域

における生涯学習の振興を図ることができま

した。ご活用いただいた県民の皆様をはじ

め、市町村、大学等関係機関の皆様、本当に

ありがとうございました。 
 

 

【受講手帳】 

 奨励証発行総数（H4～R6.4）14,441  

 チューリップ賞（50単位）   5,404 

 雪椿賞（100単位）       3,704 

 朱鷺賞（200単位）          2,299  

 越佐賞（300単位）          1,217 

 日本海賞（400単位）          957 

 学長賞（500単位）        860 

【活用手帳】 

 奨励証発行総数（H30～R6.4) 1,451 

 鳥屋野潟賞（25単位）         486 

 笹川流れ賞（50単位）         357 

 美雪賞（100単位）            225 

 信濃川賞（150単位）          159 

 翡翠賞（200単位）            119 

 学長賞（250単位）            105 

 延べ15,892名の方に奨励証が授与されまし

た。歴代学長（県知事）から各奨励証を授与

された皆様、おめでとうございました。今後

も様々な学習機会に参加され、その成果を地

域などで発揮されることを祈念いたしており

ます。生涯学習とは、人生を通じて自己成長

と社会適応を目指す継続的な学びです。 

 人生100年時代では、生涯学習が重要です。

「学び続けてウェルビーイングな人生を！」

を合言葉に当センターでは、生涯学習を推進

していきます。 

新潟県立生涯学習推進センター 

次長 若月 隆雄    

いきいき県民カレッジは令和６年３月をもっ

て終了しました。ありがとうございました。 
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お問い合わせは県立生涯学習推進センター（０２５－２８４－６１１０）まで 

研修会への参加は随時受付をしております！ ラ・ラ・ネットからどうぞ 

 生涯学習や地域づくりの推進に必要な理論と実践事例を学び、

社会教育関係職員等の資質向上を図る研修会です。経験年数など

をもとに、３つのコースを設定しました。 

 第１回目となる２コース共通の研修会を６月７日（金）に対面

及びオンラインの形式で行いました。ファシリテーションのスキ

ルアップをテーマに、阿宮 由子

様 と 中村 華子 様 を講師として

お招きし、演習を交えながら職務に必要なファシリテーターのス

キルについてご講義いただきました。次回は、７月２２日（月）

に「生涯学習時代の社会教育と成人学習支援」をテーマに新潟大

学教授 渡邊 洋子 様からお話をしていただきます。  

 家庭教育支援を担当する市町村の行政職員や家庭教育の最前線で活動されている家庭教育サ

ポーターなどを対象に、主に知識獲得や情報共有を目的としたベーシックコースと実践的な指導

方法などを学ぶスキルアップコースの２コースで研修会を設定しました。 

 ５月２４日（金）、第１回目の研修会を、２コース共通のオンライン形式で行いました。はじ

めに県庁の生涯学習推進課とこども家庭課の職員から、本県のおける家庭教育支援の現状につい

て話をしたのち、福岡県の西南学院大学教授 田中 理絵 様より、 現代の家庭教育の課題と家庭

教育支援についてご講義いただきました。ベーシックコースの２回目は６月２７日（木）、スキ

ルアップコースの２回目は、７月１１日（木）に実施を予定しています。 

 新潟県立生涯学習推進センターでは、今年度から研修会のリニューアルを行いました。市

町村の社会教育・生涯学習担当職員や子育て担当の職員、公民館職員などを対象に、「生涯

学習指導者研修会 」として５月から実施しています。研修会の開催時期や日程、対

象などの詳細は、当センターホームページ「ラ・ラ・ネット」（右ＱＲコード）で

ご確認ください。 これまでに実施した研修会の概要をいくつかご紹介いたします。 

 デジタル・シティズンシップ研修会は、デジタル・シティズ

ンシップ教育の理論や実践を学ぶ全３回の研修会です。 

 第１回は、インターネットアドバイザー 大久保 真紀 様 を講

師にお招きし、オンラインと対面のハイブリッドで実施しまし

た。県内外から学校の先生や公民館職員、教育委員会の指導主事の方などが参加されました。次

回は、８月１日（木）に敬和学園大学教授 一戸 信哉 様よりご講義をいただきます。 
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 研修会の受講者や内容、日程、会場などは、市町村の要望に

応える形で決め、センターのスタッフが市町村の会場に赴いて

研修を行っていく全く新しい研修会です。旅費などは不要で、

必要に応じてセンターからパソコンなどの機材の持参も行いま

す。多くの市町村からご要望をいただきましたが、初年度とな

る今年度は、胎内市、南魚沼市、上越市、佐渡市の４市で実施

する予定です。 

 ５月１０日（金）に佐渡市で最初の出張ＩＣＴ研修会となる

研修会を、佐渡中央文化会館で実施しました。当日は公民館長

会議の１コマをいただく形で、市内の公民館長や社会教育委員

などを対象にZoomによるオンライン会議の方法について研修

を行いました。初めてZoomを使う方も多く手軽さや機能にと

ても驚いていました。 

今年度から、センターの上映会の運営主体が「映画ボランティアの会」に代わりました。現

在、総勢２０名の方が映画ボランティアとして活動しています。毎月１回打合せの時間をとり、

いくつかの作品の試写を行い、上映作品を決め、役割分担をしています。チラシの作成や広報

は、センター職員が行いますが、入場者の案内から機材の操作、前説・後説など、上映会当日の

運営は、ほぼ全てを映画ボランティアの皆さんが担当してます。大変だけどやりがいを感じると

張り切って活動しておられます。上映会にご来場の際は、皆さんの活躍をぜひご覧ください。 

 映画ボランティアへのご参加は随時受け付けております。映画に興味がある、私もやってみたい、一緒に

活動してみたいと思われた方は、当センターまでご連絡ください。 

著作権等の関係上、一部画像は加工しております。 



   上映会のお知らせ 

 新潟県立図書館・文書館複合施設 

新潟県立生涯学習推進センター   

  新潟市中央区女池南３－１－２ 

  TEL ：０２５－２８４－６１１０ 

  FAX：０２５－２８４－６０１９ 

  Mail ：nlpc@mail.lalanet.gr.jp 

 事業に支障がない範囲において大研修室を

学習室として開放しています。通常は、土日

祝日のみ実施しておりますが、夏休み期間中

は、休所日を除く平日も開放を行っておりま

す。フリーWi-fi の利用も可能です。 

【路線バス】 
新潟駅１３番線乗り場から女池線Ｓ５に乗車 
「野球場科学館前」で下車 徒歩約８分 

【自動車】 
新潟バイパス（国道８号線）桜木インターから約５分 
※ 駐車場は、鳥屋野潟公園駐車場をご利用ください。 

 
県立生涯学習推進センター 

県立図書館・県立文書館 

 

 ６日（木）『新潟偉人伝⑤』  

 【2017年／BSN新潟放送／130分】 ※途中休憩あり 

２３日（日）『カリーナの林檎 ～チェルノブイリの森～』  

  【2011年／DVD／109分／日本語字幕】 
 

１１日（木）『私たちは認知症合唱団』  

 【2019年／DVD／116分／日本語吹替版】 

２８日（日）『夢は牛のお医者さん』  

 【2014年／DVD／86分】 
 

 ８日（木）『スクール・オブ・ナーシング』  

 【2015年／DVD／116分】 

２５日（日）『風と共に去りぬ』 ※途中休憩あり  

  【1939年／DVD／212分／日本語吹替版】 
   ＊８月２５日は長編作品のため １３：００より上映いたします。 

センターからのお知らせ 

 梅雨の時期を代表する植物、紫陽花は、

センターの周辺では、鳥屋野潟公園の水辺の

広場や図書館前庭などで見られます。 

 紫陽花の花の色は、アントシアニンがもと

となっていますが、土壌に含まれるアルミニ

ウムイオンとの反応で、紫キャベツの色の変

化とは逆に、酸性だと青色、中性アルカリ性

だと赤色に変化します。 

 また、紫陽花の花は、中心部だけが本来の

花（真花）であり、大きな花弁のように見え

る部分は、「装飾花」と呼ばれ、がくが発達

したものです。写真では、花が咲いているよ

うに見えますが、今は、つぼみの状態です。

梅雨に差し掛かる頃に開花を迎えそうです。 

 どなたでも無料で鑑賞することができます。

なお、事前のお申込みは不要です。 

〔会場〕 県立生涯学習推進センター 

     １階ホール（定員186名 先着 ） 

〔とき〕 上映開始時刻 13：30 

     開場時刻   13：00 

開放日： 

開放時間：
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